
播
磨
国
越
部
下
荘
相
論
に
関
す
る

一
考
察

ー

元
亨
三
年
後
醍
醐
天
皇
安
堵
に
つ
い
て
ー

岸

本

香

織

播磨国越部下荘相論に関する一考察

は
　

じ
　

め
　

に

　
　
　
　
　
　

　

　

「冷
泉
家
文
書
」
の
中
に
は
播
磨
国
越
部
荘
文
書
と
し
て
二
十
九
通

の
文
書
が

ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
約
三
分
の
二
は
鎌
倉
時
代
の
相
論
に
関
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

一
方
、　

「藤
原
為
家
譲
状
」
と
呼
ば
れ

る
も
の
は
四
通
あ
り
、
他

に

「冷
泉
家

文
書
」
中
に
も

「
融
覚
藤
原
為
家
書
状
案
」　
一
通
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
文
書
か
ら

藤
原
為
家

の
所
領
等
に
関
す
る
遺
志
を
う

か
が
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
が
、
し
か

し
、
実
は
こ
れ
ら
五
通
の
文
書
の
内
、
越
部
荘
自
体

の
名
称
が
記
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
は
僅
か

一
箇
所
し
か
な
い
。
文
永
十

一
年

(
一
二
七
四
)
六
月
二
十
四
日
付

　
　
　
　
　
　
　

　

「融
覚
藤
原
為
家
譲
状
」

に

「越
部
庄
も

と
よ
り
大
納
言
さ
り
た
ひ
て
候
」

と
あ

る
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
先

に
あ
げ
た
播
磨
国
越
部
荘
文

書
二
十
九
通
の
中
に
も

一
通
、
文
永
六
年

(
=

一六
九
)
十

一
月
十
八
日
付

「融

　
　
　
　
　
　

　

覚
藤
原
為
家
譲
状
案
」
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
他

の
譲
状
に
比
べ
る
と
随
分
簡
潔
な

文
面
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
比
し
て
、
例
え
ば
細
河
荘
は
後

に
分
家

(下
冷
泉
家
)
に
譲
ら
れ
た
事

も
あ
り
、
関
係
文
書
自
体
は

「冷
泉
家
文
書
」
中
に
は
残

っ
て
い
な
い
が
、
譲
状

に
は
し
ば
し
ば
そ
の
名
が
登
場
す
る
。
こ
の
細
河
荘
を
め
ぐ
る
御
子
左
家

の
嫡
流

二
条
家
と
庶
流
冷
泉
家
と
の
争
い
は
有
名

で
あ
り
、
特

に
冷
泉
為
相

の
母
で
事
実

上

の
相
論
当
事
者
た
る
阿
仏
尼
が
訴
訟
の
た
め
に
関
東

へ
下
向
し
、
そ

の
時

の
紀

行
文
が

「十
六
夜
日
記
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
文
関
係
か
ら
の
研
究
も
多
騒
。

　
こ
の
越
部
下

・
細
河
両
荘
は
共
に
御
子
左
家
嫡
流

の
二
条
為
氏

に
一
度
は
譲
り

渡
さ
れ
な
が
ら
、
為
氏
の
父
、
藤
原
為
家
に
よ

っ
て
悔
返
さ
れ
、
そ

の
庶
子
冷
泉

為
相
に
与
え
ら
れ
る
と
い
う
経
緯
を
持

つ
。
同
様

の
経
緯
を
持
ち
な
が
ら
、
譲
状

記
載
に
見
ら
れ
る
両
荘
の
相
違

に
は
、

一
つ
に
家
領
と
し
て
の
重
要
性

の
違
い
が

考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
越
部
荘
が
為
氏
か
ら
悔
返
さ
れ
る
以
前
に
、
既
に

一
度

京
極
姫
君
と
い
う
人
物
か
ら
為
家
が
悔
返
し
、
為
氏
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う

事
情
が
影
響
し
て
い
る
か
と
も
思
わ
れ
る
。
更
に
、
同
荘
に
関
し
て
は
為
氏
の
避

　状
が
残
さ
れ
て
い
る
事
も
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
何
れ
に
し
て

も
、
為
家
の
死
後
に
各
荘
を
め
ぐ
る
相
論
が
起

っ
て
い
る
と
い
う
点
は
、
や
は
り

同
じ
で
あ
る
。

　
藤
原
俊
成

・
定
家
か
ら
冷
泉
家

に
至
る
越
部

(下
)
荘
相
伝
に
関
し
て
は
、
既

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

に
幾

つ
か
の
研
究
が
あ
る
が
、
特

に
近
年

で
は
、
三
宅
克
広
氏

「冷
泉
家
領
播
磨

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

国
越
部
下
荘
の
伝
領
過
程
」

に
よ
り
、
鎌
倉
後
期
以
降

の
伝
領

に
つ
い
て
も
詳
し
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窓史

く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
中

で
も
、
当
初

越
部
下
荘
を
藤
原
為
家
よ
り
譲
与
さ
れ
た

京
極
姫
君
に
つ
い
て
、
及
び
越
部
下
荘

を
め
ぐ
る
鎌
倉
後
期
の
相
論
過
程
を
記
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

「
越
部
下
荘
相
伝
知
行
事
書
案
」
、　
「
越

部
下

荘
相
伝

目
安
案
」

の
成
立
に
関
す

る
考
察
は
詳
細

で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
越
部
下
荘
を
め
ぐ
る
鎌
倉
後
期

の
相
論
に
関
し
、
女
性
に
よ
る
相

続
と
所
領

の
流
出
と
い
う
観
点

か
ら
触

れ

た
金
井
静
香
氏

『
中
世
公
家
領

の
研

　
究
』
も
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
越
部
下
荘
が
御
子
左
家
よ
り
関
白
二
条
家
に
流
出
し
、
そ
れ
に
よ

っ

て
引
き
起
さ
れ
た
相
論
に
関
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

一
度
流
出
し
た

所
領
が
再
び
御
子
左
家
の
一
つ
、
冷
泉
家
に
返
還
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
は
詳
し
く

は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
特
に
越
部
下
荘
が
関
白
二
条
家
か
ら

冷
泉
家
に
返
還
さ
れ
る
に
至
る
点
を
中
心
に
、
越
部
下
荘
を
め
ぐ
る
相
論
と
当
時

の
公
家
政
権
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
見

て
い
こ
う
と
思
う
。

　
　
　
　

一　

鎌
倉

後

期
越
部

下
荘

相
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
越
部
下
荘
の
相
論
に
関
し
て
は
、
三
宅
氏
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、　
「
越
部
下
荘
相
伝
知
行
事
書
案
」
、　

「越
部
下
荘
相
伝
目
安
案
」

等

か
ら

そ
の
様
子
を
う
か
が
う
事
が
で
き
る
。

以
下
、
三
宅
氏
論
文
と
重
複
す
る
よ
う
な

点
に
つ
い
て
は
で
き
る
限
り
省
略
し
な
が
ら
、
鎌
倉
後
期
相
論
の
過
程

・
展
開
を

こ
の
二
通
の
文
書
を
通
し
て
見
て
い
く
事

に
す

る
。

以
下
、

特
に
断
ら
な
い
限

り
、　

「越
部
下
荘
相
伝
目
安
案
」
　
(
以
下
、　
「
目
安
案
」
と
記
す
)
記
述
に
沿

っ

て
相
論
経
過
を
述
べ
る
。

　
藤
原
為
家
以
降
の
越
部
下
荘

(
以
下
、
越
部
荘
と
記
す
)
変
遷
を
簡
単
に
述
べ

て
み
る
と
、
為
家
か
ら

一
旦
孫
娘
京
極

姫
君
に
一
期
知
行
と
し
て
譲
ら
れ
た
越
部

荘
だ
が
、
後
に
変
じ
て
嫡
子
為
氏

(御
子
左
家
嫡
流

二
条
家
)
に
譲
ら
れ
、
更
に

再
び
悔
返
さ
れ
て
庶
子
為
相

(
御
子
左
家
庶
流
冷
泉
家
)
に
譲
ら
れ
る
。
し
か
し

為
家
没
後
、
為
相
の
関
東
下
向
中

に
京
極
姫
君
が
訴
訟
を
起
し
て
同
荘
を
奪
い
、

そ
の
後
関
白
家
二
条
道
平
に
譲
ら
れ
る
が
、
道
平
よ
り
為
相
に
返
還
さ
れ
る
事
に

な
る
。
こ
う
書
く
と
極
め
て
単
純
に
思
え
る
が
、
実
は
こ
の
間
に
は
複
雑
な
推
移

が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
先
ず
、
京
極
姫
君
に
越
部
荘
が
譲
ら
れ
る
ま
で
を
見
る
と
、　
「越
部
下

荘
相
伝
知
行
事
書
案
」　
(
以
下
、　
「事
書
案
」
と
記
す
)
に
記
さ
れ
て
い
る
前
関

白

(
二
条
道
平
)
家
事
書
に
よ
れ
ば
、
越
部
荘

は
京
極
禅
尼

(藤
原
定
家
室
)
の

所
領
で
あ
り
、
娘
の
民
部
卿
典
侍
に
譲
ら
れ
る
は
ず

の
と
こ
ろ
が
、
民
部
卿
典
侍

が
母
よ
り
先
に
亡
く
な

っ
た
た
め
、
禅
尼
が
暫
く
管
領
し
た
後
、
孫
娘
大
納
言
典

侍
に
譲
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
。

こ
れ
に
対
す
る
冷
泉
家
側

の
主
張
は
、
越
部
荘
は

藤
原
俊
成
の
所
領
で
あ
り
、
俊
成
か
ら
定
家

に
、
定
家
か
ら

一
期
領
主
と
し
て
民

部
卿
典
侍
に
譲
ら
れ
る
が
、
民
部
卿
典
侍

の
死
去

に
つ
き
、
そ

の
母
で
為
家
の
母

で
も
あ
る
京
極
禅
尼
が

一
且
管
領
し
、
孫
娘
大
納
言
典
侍
に
譲
る
が
、
彼
女
も
父

為
家
よ
り
先
に
亡
く
な

っ
た
た
め
、
京
極
禅
尼
か
ら
為
家
に
譲
ら
れ
た
の
だ
、
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
両
者
の
相
伝
に
お
け
る
基
本
的
な
流
れ
に
相
違
は
無
い
よ
う

に
見
え
る
が
、
京
極
禅
尼
の
管
領
が

一
期
知
行
領
主
か
否
か
と
い
う
点
が
論
点
と

な

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
京
極
姫
君
譲
与
以
前

の
知
行
が
ど
う
で
あ

っ

た
の
か
が
当
相
論
に
影
響
を
与
え
て
い
た
と
い
う
事
に
な
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
特

に
女
性
に
よ
る
相
続
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
知
行
の
あ
り
方

(
一
期
知
行
か

否
か
)
が
ひ
い
て
は
京
極
姫
君
の
知
行
の
あ
り
方
を
決
定
す
る

一
因
と
見
な
さ
れ

て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　
そ
の
後
、
為
家
か
ら
孫
娘
京
極
姫
君
に
越
部
荘
は
譲
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
本
稿
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播磨国越部下荘相論に関する一考察

で
取
上
げ

る
相
論

の
原
点
と
な
る
の
で
あ
る
。　
「目
安
案
」
記
述
か
ら
す
る
と
、

京
極
姫
君
は
祖
父
為
家
と
同
居
し
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
際
に
越
部
荘

一
期
知
行

の
契
状
を
与
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
後
、
為
家
の
意
に
背
き
、
起
居
を
他

へ
移

し
た
と
い
う
理
由

で
こ
の
契
状
は
破
棄
さ
れ
、
同
荘
は

一
旦
為
家
の
嫡
男
為
氏
に

譲
与
さ
れ
る
。

こ
れ
が
正
元
元
年

(
一
二
五
九
)
の
事
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
為
家
と
阿
仏
尼
と
の
間
に
為
相
が
生
れ
る
に
至
り
、
越
部
荘
は
文
永

六
年

(
一
二
六
九
)
為
氏
よ
り
悔
返
さ
れ
、
為
相
に
譲
ら
れ
る
。
こ
の
時
為
氏
は

　

⑫

避
状
を
出
し
て
い
る
。

　
為
家
の
死
後
、
建
治
元
年

(
=

一七

五
)
か
ら
弘
安
七
年

(
一
二
八
四
)

の
間

は
為
相

に
よ
る
知
行
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
後
、
為
相
が
関
東

へ

下
向
し
て
い
る
間
に
、
京
極
姫
君
が
為
家
に
よ

っ
て
破
棄
さ
れ
た
は
ず

の
契
状
を

も

っ
て
訴
訟
に
及
び
、
越
部
荘
知
行
の
院
宣
を
手
に
入
れ
た
と
い
う
。
時
期
的
に

考
え
て
、
こ
の
院
宣
は
亀
山
上
皇
院
宣

で
あ
ろ
う
。　
「越
部
下
荘
相
伝
文
書
正
文

　

⑬

目
録
」
(
以
下
、
「目
録
」
と
記
す
)
に
よ
る
と
、
現
存
し
て
は
い
な
い
が
、
越
部

荘
相
伝
に
関
す
る

「亀
山
院
院
宣
」
が

一
通
あ

っ
た
ら
し
い
。
亀
山
院
政
期
は
文

永
十

一
年
か
ら
弘
安
十
年
ま
で
な
の
で
、
こ
の
院
宣
が
為
相
の
知
行
を
認
め
る
も

の
で
あ

っ
た
可
能
性
も
無
い
と
は
言
え
な
い
が
、　

「目
録
」
記
載
の
他
の
院
宣
が

京
極
姫
君

へ
の
安
堵
や
二
条
道
平

へ
の
譲
与
を
認
め
る
旨
の
も
の
で
あ
る
事
か
ら

す
る
と
、
こ
の

「亀
山
院
院
宣
」
が
弘
安
七
年
以
降
に
京
極
姫
君
が
手
に
入
れ
た

院
宣
で
あ
る
可
能
性
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
て
、
京
極
姫
君
が
越
部
荘
を
手
に
入
れ
た
事
に
対
し
、
為
相
側

は
子
細

を
申
立
て
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
京
極
姫
君
は
父
方

の
縁
戚

で
あ
る
関

白
二
条
家
の
保
護
下
に
あ
り
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
手
段
が
取
り
得
な
か

っ
た
事
は

「
目
安
案
」
中
に

「
以
権
威
、
被
塞
上
訴
之
道
畢
」
と
あ
る
事
か
ら
も
う
か
が
え

る
。
　

こ
こ
ま
で
は

一
応
、
京
極
姫
君
"
関
白
二
条
家
と
冷
泉
為
相
と
の
相
論
で
あ

っ

た
が
、
こ
こ
に
御
子
左
家
二
条
為
氏
の
息
子
で
あ
る
為
世
が
加
わ

っ
て
く
る
。

　

「
目
安
案
」
に
は

「去
々
年
為
世
卿
捧
訴
状
」
と
あ
り
、　

「
目
安
案
」
作
成
を

元
亨
三
年

(
コ
ニ
ニ
三
)
と
す
る
三
宅
氏
に
よ
る
と

「
去
々
年
」
は
元
亨
元
年
頃

と
い
う
事
に
な
る
が
、
恐
ら
く
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
為
世
11
御
子
左
二

条
家
か
ら
の
訴
え
は
そ
れ
以
前
か
ら
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ

れ
る
。

即

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑭

ち
、
正
安
三
年

(
コ
ニ
〇

一
)
後
宇
多
上
皇

の
院
宣
に
は

「
源
承
法
眼
難
告
訴
父

入
道
民
部
卿

(為
家
)

行
事
歟
、

二
条
姫
君
帯
文
書
、

所
被
申
、

叶
理
致
乎
」

と
あ
る
。
関
白
二
条
家
の
庇
護
の
下

に
あ
る
京
極
姫
君
が

コ
一条
姫
君
」
と
呼
ば

れ
、

越
部
荘
を
安
堵
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
前
の
部
分
に
出

て
く

る

「源
承
法

眼
」
に
注
目
し
た
い
。
源
承
は
為
家

の
実
子
で
あ
る
が
、
為
氏
の
子
と
な

っ
て
お

%

為
世
と
は
義
理
の
兄
弟
と
な
る
。
こ
の
時
、
為
世
が
直
接
相
論
に
関
わ

っ
て

い
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
御
子
左
二
条
家
が
冷
泉
家
か
ら
関
白
二
条

家

へ
と
移

っ
た
越
部
荘
を
取
戻
そ
う
と
す
る
動
き
が
あ

っ
た
様
子
は
う
か
が
え
よ

う
。

　
と
こ
ろ
で
、　
「京
極
姫
君
」
が

「
二
条
」
の

「姫
君
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
文
書

が
、
も
う

一
通
存
在
す
る
。
細
河
荘
相
論
に
際
し
て
下
さ
れ
た
、
正
和
二
年

(
一
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

一
三
)
七
月
二
十
日
付
関
東
下
知
状
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
下
知
状
は
六
紙
に
及

ぶ
長
さ
の
も
の
で
あ
る
が
、
丁
度
そ
の
中
程
に

「且
如
十
月
状

(
正
元
元
年
十
月

二
+
四
日
付
為
家
譲
状
)
者
小
麝

賀
・
当
庄
領
家
職

上
臈
鬆

顯

姫
家
薯

一
期
之
問
可
譲
進
之
由
、
載
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
下
知
状
の
こ
れ
よ
り
少
し

前
に
、

こ
の

「
十
月
状
」

の
も
う
少
し
詳
し
い
内
容
が
わ
か
る
部
分
が
あ
る
。

「如
同
十
月
廿
四
日
譲
状
者
、
吉
富
庄

・
小
阿
射
賀
御
厨

・
細
河
庄
所
譲
嫡
子
権
　

嬲



窓史

中
納
言
也
、
此
内
小
阿
射
賀

・
細
河
庄
領
家
分
者
、
上
臈
御
存
生
之
問
可
譲
進
、

其
後
御
子
息
中
令
立
嫡
子
給
之
仁
仁
可
返
給
之
由
、

可
申
置
也
」

と

い
う
記
述

で
、
小
阿
射
賀

・
細
河
両
荘
領
家
職
を
上
臈
"
京
極
姫
君
に

一
期
と
し
て
譲

る
と

い
う
事
で
あ
る
。

こ
の
内
容
は
、

越
部
荘
と
同
じ
く

一
期
譲
与
と
さ
れ

て

い
る

点
、
更
に
そ
の
時
期
が
、
京
極
姫
君
が
越
部
荘
契
状
を
破
棄
さ
れ
た
正
元
元
年

で

あ
る
点
、
興
味
深
い
事
で
あ
る
。

　
さ
て
、
話
を
越
部
荘
相
論
に
戻
そ
う
。
元
亨
元
年
の
訴
訟
に
際
し
て
の
、
関
白

二
条
家
に
対
す
る
為
世
の
主
張
は
、　

「
目
安
案
」
に
よ
る
と

「当
庄
者
累
代
之
家

領
也
、
背
置
文
、
被
付
他
家
、
不
可
然
」
と
あ
る
。
為
氏
の
避
文
に
、
為
相
に
子

孫
が
お
ら
ず
、
越
部
荘
を
他
人
に
譲
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、　
「
為
氏
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

子
ま
こ
の
あ
ひ
た
に
、
御
子
に
し
て
ゆ

つ
り
た
ひ
候

へ
く
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る

点
を
見
て
も
、
御
子
左
家
以
外

へ
の
所
領

の
流
出
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
事
が
わ

か
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
御
子
左
二
条
家

の
訴
え
は
棄
却
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

こ
の
元
亨
元
年
に
先
立
つ
応
長
元
年

(
一
三

一
一
)
に
も
伏
見
上
皇
の
院
宣
が

下
さ
れ
て
お
り
、　
「
京
極
姫
君
譲
」

に
任
せ
、
二
条
道
平

へ
の
越
部
荘
安
堵
が
な

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
関
白
二
条
家
と
御
子
左
二
条
家
あ
る
い
は
冷
泉
家
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

訴
訟
に
お
け
る
結
果
と
し
て
下
さ
れ
た
も

の
か
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

　
ま
た
、
翌
応
長
二
年
三
月
十

一
日
付
譲
状
で
、
為
相
は
長
子
為
成
に
細
河
荘
関

係
文
書

.
『
明
月
記
』
等
を
譲

っ
て
お
り
、
更
に
こ
の
譲
状
袖
書
に
は
越
部
荘
関

係
文
書
を
譲
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
当
然
、
越
部
荘
は
こ
の
時
期
、
冷
泉
家
管

領
下
に
は
な
く
、
し
か
も
細
河
荘
も
譲
状
本
文

「件
庄
当
時
越
訴
最
中
也
」

の
記

載
通
り
、
係
争
中
で
あ
る
。
当
時
、
両
荘
な
が
ら
に
所
領

・
所
職
自
体

の
譲
与
が

不
可
能
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
管
領
権

の
証
拠
と
な
る

「文
書
し
の
譲
与
に
留
ま

っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
元
亨
三
年
に
至
り
、
状
況
は

一
転
す
る
。
関
白

二
条
家
の
道
家
よ

り
避
状
が
出
さ
れ
、
越
部
荘
は
為
相
に
返
還
さ
れ
る
事
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
返
還
に
至
る
契
機
が
先

に
あ
げ
た
元
亨
元
年

の
為
世
の
訴
え
に
あ

っ
た
ら
し
い

事
は

「目
安
案
」
か
ら
わ
か
る
。
為
世

の
訴
え
は
棄
却
さ
れ
た
訳
で
あ
る
が
、
こ

の
機
に
為
相
は
直
接
二
条
道
平
に
越
部
荘
返
還
を
求
め
た
よ

う

で
あ

る
。
そ
こ

で
、

為
世

の
よ
う
に
公
に
訴
訟
せ
ず

(
訴
訟
で
き
ず
)
、

私
的
に
申
入
れ
を
行

っ

た
為
相
の
態
度
に
対
し
、
道
平
は
冷
泉
家
と
は
縁
戚
関
係
に
あ
る
事
、
ま
た
為
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

が
和
歌
の
師
範
で
あ
る
事
の
二
点
を
理
由

に
あ
げ
、
避
状
を
渡
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
理
由

に
越
部
荘
返
還
が
な
さ
れ
た
と
し
て
、
何
故
こ
の
時

期
で
あ

っ
た
の
か
。
こ
れ
以
前
か
ら
相
論
は
続
い
て
い
た
訳
で
あ
る
が
、
こ
こ
に

至

っ
て
関
白
二
条
家
と
冷
泉
家
と
の
間
で
和
解
が
成
立
し
た
点

に

つ
い
て
、

以

下
、
章
を
替
え
て
当
時

の
公
家
政
権
と
の
関
わ
り
と
と
も
に
見
て
い
き
た
い
と
思

う
。

ご
　
越
部
下
荘
返
還
と
安
堵

　
越
部
荘
返
還

の
理
由
と
し
て
二
条
道
平
の
避
状
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
先

に
も
述
べ
た
よ
う
に
①
関
白

二
条
家
と
冷
泉
家
と
が
縁
戚
関
係
に
あ
る
、
②
為
相

が
道
平
の
和
歌
師
範

で
あ
る
、
こ
の
二
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
点
を
理
由

に
返
還
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
以
前
に
行
わ
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
な

い
の
で
は
な
い
か
。

つ
ま
り
、
元
亨
三
年
に
至

っ
て
、
こ
れ
ら
を
理
由
に
越
部
荘

返
還
を
行
う
だ
け
の
状
況
が
出
来
上
が

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え

る
。
そ
し

て
、
そ
の
状
況
と
は
後
醍
醐
天
皇
親
政
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
先
ず
、

二
条
道
平
の
避
状
が
出
さ
れ
た
前
後
の
状
況
を
見
て
み
る
と
次

の
よ
う

に
な
る
。
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播磨国越部下荘相論に関する一考察
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1
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子
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〈
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泉
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為
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為
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為
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大
納
言
典
侍

道

良
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師

忠

 

・忠

家

-

京
極
姫
君

女

子

忠

教

・

〔典
拠
〕　
三
宅
克
弘

「冷
泉
家
領
播
磨
国
越
部
下
荘
の
伝
領
過
程
」

　
　

卑
分
脈
』
に
よ
り
作
成
。

心
日

子逆

平
ー

栄

子

 　

　

(後
醍
醐
女
御
)

　
　
　
　

二

-
兼

基

楳

子

師

教

・治
　
子
=

　

ロ
　

・房

実

(
本
文
註
⑧
)
所
載

の
系
図
を
参
照

の
上
、

『尊

　
元
亨
元
年
為
世
敗
訴
に
当
た
り
、
為
相
は
関
白
二
条
家

と
直
接
交
渉
を
し
、
結
果
避
状
が
渡
さ
れ
る
、
と
同
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

関
白

二
条
家
政
所
よ
り
下
文
が
出
さ
れ
、
為
相

へ
の
避
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

し
が
執
行
さ
れ
る
。
更
に
同
日
付

「前
伊
賀
守
奉
書
」
が

出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
越
部
荘
避
渡
し
に
付
い
て
、

二
条
道
平
の
父
、
二
条
兼
基
が
承
認
す
る
旨
を
記
し
た
奉

書

で
あ
る
。
兼
基
は
京
極
姫
君
の
従
兄
弟

(実
際
は
叔
父
)

に
当
た
り
、
道
平
の
越
部
荘
管
領
に
関
し
て
も
何
ら
か
の

影
響
力
を
持

っ
て
い
た
事
が
わ
か
る
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
関
白

二
条
家
か
ら
の
文
書
が
揃

っ
た

と
こ
ろ
で
、
治
天
に
よ
る
為
相

へ
の
安
堵
が
な
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
安
堵
文
書

(案
)
が

「
日
野
資
朝
奉
書
案
」
で
あ
る

と
考
え
る
。

　

「
冷
泉
家
文
書
」

で
は

「奉
書
」
と
い
う
名
称
で
あ
る

が
、
こ
れ
は

一
般
的
な
綸
旨
の
文
言

「
天
気
所
候
也
」
等

が
見
ら
れ
な
い
た
め
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
後
述

の
理

由
か
ら
、
当
文
書

は
実
質
、
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
と
言

っ
て

間
違
い
な
か
ろ
う
。
内
容
は
越
部
荘
避
渡
し
の
旨
を
認
め

る
と
の
事
で
、
事
実
上
安
堵
の
綸
旨
と
言

っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。

　

こ
の
文
書
に
関
し
、
注
目
さ
れ
る
点
は
、
第

一
に
奉
者

が
日
野
資
朝
で
あ
る
点

で
あ
る
。
周
知

の
通
り
、
資
朝
は

後
醍
醐
天
皇
側
近
中

の
側
近
で
あ
り
、
こ
の
年
、
こ
の
文

書
が
出
さ
れ
た
約

一
カ
月
後
の
十

一
月
六
日
に
は
関
東

に
　

郷



史 窓

系
図
2
　

〈
天
皇
家
〉

後
嵯
峨

(持
明
院
統
)

①後

深
草
ー

(大
覚
寺
統
)

②
ー
亀
　
山

1

④・伏

見

-

③・後

宇

多

-

⑤後
伏
見

⑦花

園

⑥後
二
条

⑧後
醍
醐

　
　
*
番
号
は
両
統
迭
立
期
の
継
位
順
を
示
す
。

　
　
　
　
　

㊧

下
向
し
て
い
る
。

　
通
常
綸
旨
は
蔵
人

・
弁
官
ク
ラ
ス
に
よ
る
奉
書

で
あ
る
。
参
議
で
あ
る
者
が
奉

ず
る
場
合
も
無

い
訳
で
は
な
い
が
、
内
容

・
宛
所
等
が
比
較
的
限
定
さ
れ
た
も
の

　
　

⑳

に
な
る
。
当
時
、
資
朝
は
従
三
位

・
参
議

・
左
兵
衛
督

・
検
非
違
使
別
当
の
公
卿

で
あ
り
、
普
通
は
綸
旨
奉
者
と
は
成
り
難
い
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
当
時
か
ら
同
様

の
認
識
は
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。　

「事
書
案
」
末
尾
に
は

「
所
詮
任
次
第
相
伝
之
御
譲
、
被
下
安
堵
綸
旨

畢
」
と
あ
る
が
、　

「目
安
案
」
で
は

「
預
伝
　
奏
之
奉
書
、
知
行
之
」
と
な

っ
て

お
り
、
名
称
に
違
い
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
尤
も
、
こ
の
両
者
が
同

一
の
も
の
を
指
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
が
問

題
で
あ
る
。　
「目
録
」
に
は
追
筆
で
は
あ
る
が

「又
加
元
亨
三
年
重
安
堵
綸
旨
正

文

一
通
」
と
あ
り
、
元
亨
三
年
に
安
堵
綸
旨
が
下

さ
れ

た
事

は
間
違

い
な
く
、

「事
書
案
し

の
い
う

「安
堵
綸
旨
」
は
こ
れ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、　
「
目
安
案
」

の

「伝
奏
奉
書
」
が

「
日
野
資
朝
奉
書
案
」
の
正
文
に
当
た
る
の
も
間
違

い
な
い
。

「
目
安
案
」
に
は
前
掲

の
通
り
、
伝
奏
奉
書
に
よ

っ
て
知
行
す
る
旨
が
明
記
さ
れ

て
い
る
。
案
文
で
は
あ
る
が
伝
奏
奉
書
が
相
伝
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
綸
旨
の

案
文
す
ら
残

っ
て
い
な
い
状
況
か
ら
し
て
、
伝
奏
奉
書
と
は
別

に
安
堵
綸
旨
が
出

さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
は
、
皆
無
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
極
め
て
低
い
と
考
え

る
。
従

っ
て
、
旦
野
資
朝
奉
書
が

「伝
奏
奉
書
」
と
呼
ば
れ
な
が
ら
、　
「安
堵
綸

旨
」
と
も
見
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
即
ち
、
後
醍
醐
天
皇

綸
旨
で
あ
る
。

　
次
に
、　
「
目
安
案
」

に
よ

る
と

二
条
道
平
避
状
が

出
さ
れ
た
後
、　
「仍
為
後

証
、
内
々
　
奏
聞
此
趣
之
処
、
被
聞
食
由
、
預
伝
　
奏
之
奉
書
」
と
い
う
記
載
が

続
く
事
か
ら
、
こ
の
安
堵
が
冷
泉
為
相
側
か
ら
の
要
求
に
応
じ
て
な
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
事
が
わ
か
る
。
関
白
二
条
家
か
ら
避
状
以
下

の
文
書
を
獲
得
し
、
そ

の
上

で
治
天
に
よ
る
安
堵
を
求
め
た
訳
で
あ
る
。

　
こ
の
事
か
ら
考
え
て
、
特
に

「内
々
　
奏
聞
此
趣
」
と
あ
る
点

に
注
意
す
る
な

ら
ば
、

そ
れ
を
可
能
と
す
る
ル
ー
ト
を
為
相
は
持

っ
て
い
た
事

に
な

る
。

従

っ

て
、
当
時
、
為
相
は
治
天
た
る
後
醍
醐
政
権
に
何
ら
か
の
形

で
接
近
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
の
で
あ
る
。

　
第

一
章

の
相
論
過
程
の
中
で
見
た
通
り
、
京
極
姫
君
が
越
部
荘
を
手

に
入
れ
た

弘
安
七
年
以
降
、
元
亨
三
年
ま
で
は
、

一
貫
し
て
京
極
姫
君
と
そ
の
譲
り
を
受
け

た
二
条
道
平
、
即
ち
関
白
二
条
家
サ
イ
ド
に
安
堵
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
場
合

の

一
貫
と
は
、
大
覚
寺

・
持
明
院
両
統
の
政
権
交
替
に
関
係
な
く
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
鎌
倉
後
期
、
後
嵯
峨
天
皇
以
降
、
皇
統
が
分
裂
し
、
両
統

に
よ
り
交
互

に

政
権
が
執
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
こ
の
影
響
か
ら
、
相
論
の
裁
許
や
所
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

安
堵
が
政
権
交
替

の
度
に
変
更
さ
れ
る
と
い
う
事
態
も
引
き
起
さ
れ
て
い
る
。
勿

論
、
全
裁
許

・
安
堵
が
変
更
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
の
だ
が
、
越
部
荘
に
関
し

て
言
う
な
ら
ば
、
弘
安
以
降
の
裁
許
が

一
貫
し
て
い
た
、
あ
る
い
は
訴
訟

に
す
ら

azs
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持
込
み
難
か

っ
た
と
い
う
状
況
で

一
貫
し
て
い
る
点
は
注
目

で
ぎ

よ

う
。

こ
れ

は
、
こ
の
間
を
通
し
て
政
権
に
関
係
な
く
関
白
二
条
家

の
権
勢
が
大
き
か

っ
た
事

を
物
語

っ
て
い
る
。
そ
れ
が
元
亨
三
年

に
至
り
、
避
状
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

に
は
、
そ
れ
な
り
の
状
況
変
化
が
あ

っ
た
事
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
そ
の
少
し
前
、
元
亨
元
年
十
二
月
よ
り
後
醍
醐
天
皇

の
親
政
は
開
始
さ
れ
る
。

後
醍
醐
親
政
は
成
立
直
後
か
ら
記
録
所

や
検
非
違
使
庁
に
お
い
て
活
発
な
活
動
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑱

見
受
け
ら
れ
、
先
の
冩
野
資
朝
の
活
躍
等
は
特
に
著
し
い
。

　
そ
の
中
で
、
二
条
道
平
も
後
醍
醐
天
皇
と
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
元
亨
三
年

の
時
点
で
は
、
道
平
は
四
十
二
歳

で
既

に
散
位
で
あ
る
。
が
、
道
平
は
後
醍
醐
天

皇
の
春
宮
時
代
、
春
宮
傅
を
長
年
務
め
て
お
り
、
ま
た
建
武
政
権
成
立
後
は
、
左

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑲

大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
建
武
政
権
下
に
お
い
て
は
、
摂
関

・
太
政
大
臣
は
置

か
れ
て
い
な
い
の
で
、
事
実
上
、
公
卿

の
ト

ッ
プ
と
い
う
事
に
な
る
。
更
に
、
娘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

の
栄
子
は
後
醍
醐
天
皇
女
御
と
な

っ
て
い
る
。
天
皇
に
と

っ
て
、
道
平
が
数
少
な

い
重
臣
の
一
人

で
あ

っ
た
の
は
確
か
で
あ
り
、
こ
の
関
係
か
ら
す
る
と
、
後
醍
醐

天
皇
と
の
繋
が
り
は
冷
泉
家
よ
り
も
関
白
二
条
家
の
方
が
遙
か

に
強

い

の
で
あ

る
。

　
そ
れ
で
い
て
な
お
、
他

の
治
天
下
で
は
得
ら
れ
な
か

っ
た
関
白
二
条
家
の
避
状

と
治
天
に
よ
る
安
堵
と
を
冷
泉
為
相
は
後
醍
醐
政
権
下
で
得
た
の
で
あ
る
。
そ
の

理
由
を
考
え
る
に
、
現
時
点
で
は
推
量

の
域
を
出
な
い
の
だ
が
、
こ
の
為
相
の
接

近
を
後
醍
醐
天
皇
、
引
い
て
は
天
皇
を
支
え
る
関
白
家
二
条
道
平
も
、
求
め
て
い

た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
言
い
換

え
る
な
ら
、
所
領
安
堵
を
求
め
る
廷
臣
側

と
政
権
の
人
材
確
保

に
努
め
る
天
皇
側

と
の
利
害
が

一
致
し
た
と
言
え
る
の
で
は

な
い
か
。

　
例
え
ば
、
冷
泉
為
相
は
関
白
二
条
家

か
ら
避
状
を
得
、
後
醍
醐
天
皇
か
ら
安
堵

を
得
た
直
後
、
関
東
に
下
向
し
て
い
る
。
天
皇
か
ら
の
安
堵
が
元
亨
三
年
十
月

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

日
で
、
関
東
出
立
が
十
月
四
日
で
あ
る
か
ら
、
ま
さ
に
安
堵
を
待
ち
わ
び
た
上
で

の
下
向
で
あ
り
、
為
相
の
起
点
が
関
東
に
あ
る
事
を
う
か
が

わ

せ
る
。

と
こ

ろ

が
、
こ
の
約

一
ヵ
月
後
、
先
述

の
よ
う
に
日
野
資
朝
も
関
東
に
下
向
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
為
相
の
持
つ
関
東

の
情
報
は
、
同
地
に
向
う
資
朝
等
に
と

っ
て
重
要
な

も
の
で
あ

っ
た
と
想
像

で
き
よ
う
。
事
実
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
冷
泉
為
相
の
後

醍
醐
天
皇

へ
の
接
近
は
顕
著
で
あ
る
。

　
井
上
宗
雄
氏
は
そ
の
著
書

の
中
で
、
元
亨
期
の
内
裏
歌
合
に
お
い
て

「為
相
父

子
が
こ
の
頃
上
洛
し
て
珍
し
く
内
裏

の
会
に
加
わ

っ
て
い
る
の
が

目
を
引
く
。」

と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
こ
そ
後
醍
醐
天
皇
と
為
相
と
の
接
近
を
示
す
も
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
相
論
の
た
め
の
接
近
か
、
相
論
の
結
果
の
接
近
か
は
微
妙
な
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
ど

ち
ら

に

せ
よ
、
こ
の
時
期
の
越
部
荘
安
堵
と
後
醍
醐
天

皇

・
為
相
の
接
近
は
関
連
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　
た
だ
、
当
時
為
相
は
後
醍
醐
天
皇
の
み
に
接
近
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
関
東

下
向
に
際
し
、
持
明
院
統
の
花
園
上
皇
の
も
と

へ
暇
乞
い
に
参
上
し
て
い
る
記
事

が

『
花
園
天
皇
宸
記
』
元
亨
三
年
十
月
三
日
条
に
見
ら
れ
る
。

こ
れ
以
前

に
為
相

は
御
子
左

二
条
家
と
の
対
立
か
ら
、
同
じ
く
御
子
左
二
条
家
と
対
立
す
る
京
極
家

に
接
近
し
て
い
た
。
京
極
為
兼
は
持
明
院
統
の
伏
見
上
皇
近
臣
で
あ
り
、
当
然
為

相
も
そ
の
頃
は
持
明
院
統
に
接
近
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
元
亨
年
間
が
、
持

明
院
統
か
ら
後
醍
醐
天
皇

へ
と
接
近
の
対
象
を
変
え
つ
つ
あ
る
移
行
期

で
あ

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
為
相
が
そ
の
よ
う
な
形
で
後
醍
醐
天
皇
側
に
近
付

い
て
き
た
こ

と
は
、
親
政
を
進
め
て
い
く
上
で
天
皇
に
と

っ
て
も
望
ま
し
い
事
態

で
あ

っ
た
ろ

う
。

　
さ
て
、
二
条
道
平
避
状

の
基
本
的
内
容
は
、
先
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
後
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窓史

半
部
分
に

「
九
条
北
政
所
」
と
い
う
人
物
名
が
登
場
す
る
。
避
状
に
は

「抑
九
条

北
政
所
就
無
計
略
、
近
年

一
旦
免
管
領
了
」
と
あ
り
、
こ
の
人
物
が

一
時
、
越
部

荘
を
管
領
し
て
い
た
ら
し
い
事
が
う
か

が
え

る
。
「九
条
」

は
摂
関
九
条
家
を
指

す
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の

「北
政
所
」

と
は

一
体
誰
で
あ
る
の
か
。

　

「任
京
極
姫
君
譲
」
せ
、
道
平
に
越
部
荘
を
安
堵
し
た
伏
見
上
皇
院
宣
か
ら
す

る
と
、

当
荘
は
京
極
姫
君
か
ら
直
接
道

平
に
渡

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ

う
す

る

と
、　
「
九
条
北
政
所
」

の
越
部
荘
管
領

と
い
う
の
は
道
平
領
有
下

で
の
事
と
考
え

ら
れ
、　
「
九
条
北
政
所
」
は
道
平
に
比
較
的
近
い
人
物

で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ

る
。

　
同
じ
摂
関
家

の
九
条
家
と
二
条
家
は
分
家
関
係
に
あ
る
と
同
時
に
、
姻
戚
関
係

も
頻
繁

に
結
ば
れ
、
九
条
家
か
ら
二
条
家

へ
室
が
迎
え
ら
れ
た
り
、
そ
の
逆
も
し

ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。
二
条
道
平
の
父
、
兼
基
の
北
政
所
は
九
条
忠
教

の
娘
、

楳
子
で
あ
る
し
、
そ
の
楳
子

の
母
は
京
極
姫
君
の
父
、
道
良
で
あ
り
、
つ
ま
り
、

楳
子
の
母
と
京
極
姫
君
と
は
姉
妹
と
い
う
事
に
も
な
る
。
更
に
、
兼
基

の
娘
、
道

平
の
姉
妹
と
な
る
治
子
は
九
条
房
実
北
政
所
と
な

っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
中
か
ら

「九
条
北
政
所
」

を
比
定
す
る
の
に
有
力
な
史
料
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

乾
元
二
年

(
二
二
〇
三
)
正
月
七
ヨ
付

「前
関
白
二
条
兼
基
消
息
」
が
あ
る
。

　

こ
の
文
書

に
よ
る
と
、

二
条
道
平
に
譲
与
さ
れ
て
い
た
越
部
荘
は
、
乾
元
二

年
、
兼
基
北
政
所
に
姫
君
が
出
生
し
た
事
に
よ
り
、
道
平
か
ら
取
返
さ
れ
、
こ
の

姫
君
に
譲
ら
れ
て
い
る
。
先
述

の
通
り
、
兼
基
北
政
所
は
九
条
忠
教
娘
、
楳
子
で

あ
り
、

彼
女
と
兼
基
の
娘
と
は
治
子

で

あ

る
。

治
子
は
九
条
房
実
北
政
所
で
あ

り
、　
「九
条
北
政
所
」
と
呼
ば
れ
る
に
相
応
し
い
人
物
で
あ
る
。
従

っ
て
、
兼
基

北
政
所
所
生
に
し
て
越
部
荘
管
領
を

一
時
認
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る

「九
条
北
政

所
」
は
、
治
子
に
比
定
で
き
る
。

　
道
平
避
状
に
よ
れ
ば
、
こ
の

「九
条
北
政
所
」
は
越
部
荘
を

一
時
管
領
し
た
後

に
免
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
後
に
道
平
が
冷
泉
家
に
当
荘
を
避
渡
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
京
極
姫
君

の
手
に
渡

っ
た
越
部
荘
は
、
為
相
に
返
還
さ
れ
る

ま
で
に
少
な
く
と
も
、
京
極
姫
君
↓
二
条
道
平
↓
九
条
北
政
所
↓
二
条
道
平
の
間

を
渡

っ
て
き
た
事

に
な
り
、
そ

の
過
程
が
決
し
て
単
純
で
は
な
く
、
関
白
二
条
家

内
で
の
相
論
す
ら
、
可
能
性
と
し
て
考
え
得
る
状
況
で
あ

っ
た
事
が
わ
か
る
。

　
そ
れ
で
は
、
為
相

の
手
に
戻

っ
た
越
部
荘
は
ど
の
よ
う
で
あ

っ
た

の
か
。
先

ず
、
少
し
後
の
建
武
政
権
期

の
様
子
を
見
て
み
た
い
。
建
武
元
年

(
一
三
三
四
)

八
月
十

一
日
付

「左
大
臣
二
条
道
平
家
御
教
書
」
が
あ
り
、
こ
の
時
期
か
ら
し
て
、

倒
幕
か
ら
建
武
政
権
成
立
に
か
け
て
の
混
乱
に
乗
じ
、
現
地
で
濫
妨

で
も
あ

っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
御
教
書
の
内
容
は
、
越
部
荘
は

「
九
条
北
政
所
御

一
期
之
後
」

一
円
知
行
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
更

に
故
藤
原

為
家
忌
日
用
途
を
当
荘
か
ら
沙
汰
す
る
事
も
定

め
ら

れ

て
い
る
。　
「
九
条
北
政

所
」
は

一
旦
管
領
を
免
ぜ
ら
れ
た
後
、
再
度
管
領
を
認
め
ら
れ
た
の
か
、
こ
こ
で

は
そ
の

「御

一
期
之
後
」

に
冷
泉
家

一
円
知
行
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
知

行
承
認
や
為
家
忌
日
用
途

の
沙
汰
等
は
道
平
避
状
後
半
の
記
載
内
容
と
ほ
ぼ
同

一

で
あ
る
。

　
金
井
氏
は
前
掲
論
文
中

で
、
越
部
荘
を
め
ぐ
る
相
論
は

「
結
局
二
条
道
平
の
領

有
の
下
為
相
が
相
伝
知
行
を
認
め
ら
れ
る
と
い
う
形
で
決
着
し
た
。」
と
述

べ
ら

れ
て
い
る
が
、　

「道
平
の
領
有

の
下
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
避
状
後
半
部
分
か
ら

う
か
が
え
る
点
で
あ
る
。
建
武
期
以
後
、
関
白
二
条
家
か
ら
の
文
書
は
見
ら
れ
な

い
の
で
、
ど
の
程
度
二
条
家
が
越
部
荘

に
お
け
る
権
限
を
有
し
て
い
た
か
定
か
で

は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
建
武
政
権
期

に
至
る
ま
で
、
道
平

の
御
教
書
を
必
要
と

す
る
状
況
に
あ

っ
た
と
い
う
点
は
確
認
で
き
よ
う
。
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さ
て
最
後
に
、
年
未
詳
十
二
月
十
九
日
付

「
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
」
に
つ
い
て
見

て
お
き
た
い
。
内
容
は
、
越
部
荘
に
お
け
る
前
雑
掌
の
濫
妨
を
停
止
し
、
所
務
を

全
う
す
る
べ
き
旨
を
二
条
道
平
に
申
入
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
綸
旨
奉
者
は

「
左
衛
門
権
佐
忠
望
」
と
あ
り
、
平
忠
望
に
比
定
で
き
る
。

忠
望
は
元
亨
元
年
四
月
六
日
か
ら
同
四
年
四
月
二
十
七
日
ま
で
五
位
蔵
人
と
な

っ

て
お
り
、
そ

の
後
権
右
少
弁
に
任
ぜ
ら
れ
る
が
同
年
九
月
二
十
三
日
に
再
び
蔵
人

に
還
補
、
し
か
し
約

一
ヵ
月
後
の
十
月

二
十
九
日
に
は
蔵
人
を
去

っ
て
い
る
よ
う

　
　

⑳

で
あ
り
、
以
後
の
動
向
は
不
明
で
あ
る
。

　
当
該
綸
旨
は
こ
の
蔵
人
補
任
期
間
に
奉
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
内

容
か
ら
考
え
て
も
、
元
亨
三
年

の
発
給

と
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

　
九
月
に
避
状
が
渡
さ
れ
、
十
月
初
め
に
治
天
に
よ
る
安
堵
が
行
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
現
地
に
お
い
て
は
、
な
お
関
白
二
条
家
の
勢
力
が
大
き
く
残

っ
て
い
る

状
況
が
こ
の
綸
旨
に
よ

っ
て
う
か
が
え
る
。

　
そ
し
て
こ
の
事
が
、
先
述
し
た
建
武
政
権
期
の
状
況
に
繋
が

っ
て
い
く
の
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

　
結
局

の
処
、
越
部
荘
は
為
相
に
返
還

・
安
堵
さ
れ
た
後
も
、
関
白
二
条
家
の
強

力
な
影
響
を
受
け
続
け
た
の
で
あ
る
。

む
　
す
　
び
　

に

　
以
上
、
本
稿
で
検
討

・
確
認
し
て
き
た
事
を
要
約
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
ろ

う
。

　
第

一
章
で
は
、
越
部
荘
が
定
家
か
ら
為
家

に
ま
で
渡
り
、
為
家
か
ら
冷
泉
家
の

家
領
と
し
て
伝
領
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
を

「
目
安
案
」
・
「事
書
案
」
等
を
も
と
に

再
構
成
し
た
。
こ
の
相
論
は
、
関
白

二
条
家

・
御
子
左
二
条
家

・
冷
泉
家
の
三
者

に
よ

っ
て
展
開
さ
れ
る
が
、
最
終
的
に
元
亨
三
年
、
関
白
二
条
家
か
ら
冷
泉
家

へ

避
渡
さ
れ
る
形
で
決
着
す
る
。

　
第

二
章
で
は
、
そ
の
元
亨
三
年
に
関
白
二
条
家
か
ら
避
渡

さ

れ

た
時

の
状
況

と
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
の
推
察
を
行

っ
た
。

　
弘
安
七
年
以
降
、
京
極
姫
君
及
び
関
白
二
条
家

の
手

に
あ

っ
た
越
部
荘
が
、
冷

泉
家

に
返
還
さ
れ
た
背
景
に
は
、
成
立
し
た
ば

か
り
の
後
醍
醐
政
権

の
影
響
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
元
亨
三
年
に
発
給
さ
れ
た
日
野
資
朝
奉
書

は
実
質
、
安
堵
綸
旨
で
あ
り
、
こ
れ
は
冷
泉
為
相
の
申
請
に
よ

っ
て
下
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
時
点
で
為
相
は
そ
れ
を
得
る
だ
け
の
ル
ー
ト
を
獲
得

し
て
い
た
の
で
あ
り
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
だ
け
後
醍
醐
政
権
に
接
近
し

て
い
た
の
だ
と
言
え
る
。

　

一
方
、
対
す
る
関
白

二
条
家
も
後
醍
醐
天
皇
と
は
密
接
な
関
係
に
あ

っ
た
。
そ

れ
で
も
、
両
統
迭
立
期

に
お
い
て
、

=
貫
し
て
関
白
二
条
家
に
安
堵
さ
れ
て
い
た

越
部
荘
が
こ
こ
に
至
り
、
相
論
の
公
的
裁
許
で
は
な
く
、
避
状
を
渡
し
て
の
和
解

と
い
う
形
で
決
着
し
、
そ
れ
に
伴
い
安
堵
が
な
さ
れ
る
と
い
う
展
開
は
後
醍
醐
政

権
下
に
お
い
て
、
後

醍
醐
"
二
条
道
平
に
為
相
が
近
付
く
事
で
、
初
め
て
成
立
し

得
た
と
考
え
る
。

　

こ
の
事
は
、
為
相

へ
の
安
堵
を
通
し
て
、
後
醍
醐
天
皇
が
為
相
を
自
身
の
政
権

下
に
取
り
込
も
う
と
し
て
い
た
事
の
表
れ
と
言

っ
て
よ
い
だ

ろ
う
。

少
な

く

と

も
、
冷
泉
為
相
に
と

っ
て
、
こ
の
安
堵
が
後
醍
醐
天
皇

に
接
近
す
る
契
機

の
一
端

と
な

っ
た
で
あ
ろ
う
事
は
間
違

い
な
い
。

註①

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
五
一
『冷
泉
家
古
文
書
』

(朝
日
新
聞
社
出
版
局
、
一
九
九
三

年
)
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窓史

②

前
掲
註
①

に
同
じ
く
所
収
。

③

「藤
原
為
家
譲
状
」
4

④

「冷
泉

家
文
書
」

2

⑤

福

田
秀

一

『
中
世
和
歌
史

の
研
究
』

(角

川
書
店
、

一
九
七

二
年
)
第

四
章

「細

川

　
庄

を
め
ぐ

る
二
条
冷
泉
両
家

の
訴
訟
」
に
詳

し
い
。
他
に
国
史
分
野

で
、
瀬
野
精

一
郎

　

「阿
仏
尼
と
細
河
荘

の
相
論
」
　
(
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
月
報
』
七
三
)
等
が
あ
る
。

⑥

「冷
泉
家
文
書
」
4

⑦

石
田
吉
貞

『
藤
原
定
家
の
研
究

改

訂
版
』

(文
雅
堂
銀
行
研
究
社
、

一
九
六
九
年
、

　
初
版

は

一
九
五
七
年
発
行
)
第

一
編
第
二
章

「経
済
生
活
」
、

今
井
林
太
郎

「播
磨
国

　

に
於

け
る
藤
原
定
家
の
所
領
し
　
(
『
兵
庫
史
学
』

一
九
)
、

こ
れ
ら
は
細
河
荘
に

つ
い
て

　

も
言
及
さ
れ
て

い
る
。

他

に
、

佐
藤
恒
雄

「
御
子
左
家
領
越
部
庄

の
三
分
と

そ

の
行

　
方
」

(
『
中
世
文
学
研
究
』
　
一
〇
)
、

熱

田
公

「
為
相
と
越
部

下
荘
」
　
(『
冷
泉
家
時
雨

　
山亭
叢
艶
岡月
報
』
三
六
)
竺
マ。

⑧

『
兵
庫
県

の
歴
史
』

三
〇

⑨

「冷
泉
家
文
書
」

5

・
6

⑩

思
文
閣
出
版
、

一
九
九
九
年
。
第
-
部
第

二
章

「
中
世

の
相
続
制
度
と
公
家
領
」

に

　

お

い
て
言
及
。

⑪

前
掲
三
宅
氏
論
文
。

⑫

「冷
泉
家
文
書
」

4

⑬

「
冷
泉
家
文
書
」

22

⑭

「
冷
泉
家
文
書
」

1

⑮

　

『
尊
卑
分
脈
』

⑯

天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
六
八
巻

『
古
文
書
集
』

(
八
木
書
店
、

一
九

八
六

　
年
)
所
収
、　

「関
東

下
知
状
正
和
二
年
七
月
二
+
臼
付
六
波
羅
御
教
書
」

⑰

「冷
泉
家
文
書
」

4

⑱

「冷
泉
家
文
書
」

11

⑲

後
述

の
よ
う
に
、
当
時
、
関
白

二
条
家
内

に
お
い
て
も
越
部
荘
管
領
を
め
ぐ

る
相
論

　

に
発
展
し
そ
う
な
気
配
が
あ
り
、
伏
見
上
皇
院
宣
は
そ
の
関
係

で
下
さ
れ
た
可
能
性
も

　
あ

る
が
、
取
り
敢
ず

こ
こ
で
は
御

子
左

・
関
白

二
条
家
間

の
相
論

に
関
し
て
下
さ
れ

た

　
も

の
と
し
て
お
く
。

⑳

前

田
家
蔵

「為
相
自
筆
譲
状
」
。

本
稿
で
は

前
掲
福

田
茂
論
文
所
載

の
釈
文

を
参
照

　
し
た
。

⑳　
　

「冷
泉
家
文
書
」
13

　
　

「冷
泉
家
文
書
」
12

⑫㊧　
　

「冷
泉
家
文
書
」
15

⑳　
　

「冷
泉
家
文
書
」
16

　
　

『花
園
天
皇
宸
記
』
元
亨
三
年
十

一
月
六
日
条

㊧　
　
森
茂
暁

『南
北
朝
期
　
公
武
関
係
史
の
研
究
』
　
(文
献
出
版
、

㊧

一
九

八
四
年
)
第

一

　

章

「南

北
朝
成
立
前
史
」

⑳

臼
井
信
義

「治
天

の
交
替
と
廷
臣
所
領

の
転
変
ー

山
科
家

の
係
争
-
」
　
(
『
日
本

歴

　

史
』

二
五
三
)

鰺
　
森

茂
瞬

『
太
平
記

の
群
像
』
　
(
角
川
書
店
、

一
九
九

一
年
)
に
は
、
資
朝
他
近
臣
の

　

動
向
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。

⑳
　
以
上
、　

『
公
卿
補
任
』
に
よ
る
。

⑳
　

『尊
卑
分
脈
』

⑳

『
花
園

天
皇
宸
記
』
元
亨
三
年

十
月
三

日
条

「今
夜
為
相
卿
参
、
明
暁

下
向
関
東
、

　

申
暇
也
」

⑫
　

『
中
世
歌
壇
史

の
研
究

南
北
朝
期

改

訂
版
』

(
明
治
書
院
、

一
九
七

八
年
、
初

　

版
は

一
九

六
五
年
発
行
)
第

一
編
第
四
章

「文
保
～
元
弘
期

(鎌

倉

最

末

期
)

の
歌

　

壇
」

⑳
　

『尊
卑
分
脈
』

⑭
　
藤
本
孝

一

「
大
震
災
と
古
文
書
」
(『
し
く
れ

て
い
』
第
五

二
号
)

に
写
真
掲
載

。
当

　

文
書

の
存
在

か
ら
も
、
兼
基
が
道
平

の
越
部
荘
管
領

に
関
与

し
て
い
た
事

は
明
ら
か
で

　

あ
ろ
う
。

⑳
　
　
「冷
泉
家
文
書
」
17

⑳
)　

「冷
泉
家
文
書
」
21

⑰
　
　「
職
事
補
任
』
　
(
『
群
書
類
従
』
第
四
輯
)

に

よ

る
。

但
し
、　

「
職
事
補
任
」

で
は

　

「左

少
弁
」

に
任
ぜ
ら
れ

る
と
な

っ
て

い
る
と

こ
ろ
を
、

『弁
官
補
任
』

に
よ
り

「権

　

右
少
弁
」

と
し
た
。
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播磨国越部下荘相論に関する一考察

年表1　 「鎌倉後期越部下荘相論過程」

践祚年月日

仁 治3(1242)

　 　 ・1.20

寛 元4(1246)

　 　 　 ・1.29

正 元1(1259)

　 　 ・11.26

文 永11(1274)

　 　 　 ・1.26

弘 安10(1287)

　 　 ・10.21

永 仁6(1298)

　 　 　 ・7.22

正 安2(1300)

　 　 　 ・1　 21

徳 学台3　 　(1308)

　 　 　 ・8　 26

文 保2(1318)

　 　 　 ・2.26

天　皇

後嵯峨

後深草

亀　山

後宇多

伏　見

後伏見

後二条

花　園

後醍醐

治　　天

後嵯峨

(後嵯峨、文永9-1272-

　 　 　 　 　 　 ・2・17没)

亀　山

後 深 草

(後深草、正応3-1290-・2・11出 家)

伏　見

後宇多

伏 　 見

(伏見、正和21-1313-・10・14出 家)

後伏見

後 宇 多

(後宇多、元亨1-1321-・12・9院政停止)

後醍醐

〈後 醍醐 前 期 親 政:元 弘1
-1331-・9・20ま で 〉

越部下荘相論経過

正元1年(1259)為 家、京極姫君への契
状を破棄し為氏へ譲る

文永6(1269)・11・18① 為家、為氏 より

悔返 し為相へ譲 る(=文 書2)② 為氏、

為相へ避状 を出す(e文 書4)

弘 安7年(1284)以 後 、亀山上皇院宣 に

よ り京極姫君に安堵

正安3(1301)・7・10後 宇 多上皇院宣に

よ り二条(京 極)姫 君に安堵(=文 書1)

乾元2(1303)・1・7二 条兼基、道平 より

取 り返 し治子へ譲る(=兼 基 消息)

応 長1(1311)・ 後6・29伏 見上皇院宣に

よ り二条道平 に安堵(e文 書11)

元 亨1年(1321)頃 、 為琶が訴訟を起こ

すが棄却 される

元亨3・9・28二 条道平、為相へ避状 を

出す(=文 書13)

同10・1後 醍醐天皇綸 旨により為相 に安

堵(=文 書16)

同12・19現 地 にて二条道平方濫妨あ り、

停止を命ずる綸 旨が下 される(=文 書21)

〔典拠〕r越 部下荘相伝目安案」及び 厂冷泉家文書」中の各文書により作成,正 元元年から元亨三年ま
　　　での相論経過を記載。　O内 の文書番号は 「冷泉家文書」の文書番号に準ずる。
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史 窓

表1　 「冷泉家文書」における播磨国越部荘関係文書(但 し,建武年間まで)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

文　書　名

融覚藤原為家譲状案

藤原為氏譲状案

後宇多上皇院宣

伏見上皇院宣

越部下荘田地屋敷相博状

二条道平避状

二条道平避状案

前伊賀守基業奉書

前関白二条道平家
政所下文

β野資朝奉書案

越部下荘相伝文
書正文目録

越部下荘相伝文
書正文目録案

越部下荘相伝文
書正文目録案

冷泉為相譲状

左大臣二条道平家
御教書

後光厳上皇院宣

後醍醐天皇綸旨
　　　　 (宿紙)

越部荘文書目録(切紙)

越部下荘相伝知行事書案

越部下荘相伝目安案

越部下荘相伝系図

年 月 日

文永六年(1269)

十一月十八日

文永六年(1269)

十一月十八日

正安三年(1301)

　　 七月十日

応長元年(1311)

後六月廿加

元亨元年(1321)

　 八月廿一日

元亨三年(1323)

　 九月廿八日

元亨三年(1323)

　 九月廿八日

(元亨三年・1323→

　 九月廿八日

元亨三年(1323)

　　 　九朋

元亨三年(1323)

　　 十月一日

元亨三年(1323)

　 十一月六日

(元亨三年一1323一

十一月六 日)

(元亨三年一1323一

十一月六日)

嘉暦三年(1328)

　 七月十二日

建武元年(1334)

　 八月十一日

建武三年(1336)

　 八月十八日

年未詳
十二月十九日

未　詳

未　詳

未　詳

未　詳

文書番号

2

4

1

11

20

13

14

15

12

16

22

8

24

23

17

25

21

3

5

6

7

差　出

七十二入道(為家)判 ・

嫡子前大納言(為氏)判

判(為 氏)

(花押)

(花押)

沙弥法蓮(花 押)

(花押　二条道平)

判(二 条道平)

前伊賀守基業口

別当右衛門権佐兼春宮大

進藤原朝臣(花押)汰従左

衛尉安倍(花押)・案主中原

于時大理資朝

　　　　 (日野)

な　し

な　 し

な　 し

(花押)・(押 紙)「為

相 今月十七日薨」

前伊賀守(花 押)

(油小路)隆 蔭

左衛門権佐忠望奉
　　　　　 (平)

な　 し

な　 し

な　 し

な　 し

宛　所

な　 し

な　 し

治部少輔殿

左中弁殿(堀川光藤)

進上　御奉行所

冷泉前中納言殿
　　　　 (為相)

冷泉前中納言殿
　　　　 (為相)

進上　冷泉殿
　　　　 (為相)

な　し

冷泉前中納言殿
　　　　 (為相)

な　し

な　し

な　し

な　し

謹上 冷泉侍従殿
　　　　 (為秀)

冷泉侍従殿
　　　　(為秀)

謹上　右衛門権佐殿

な　し

な　し

な　し

な　し

備　考

原本は東京国
立博物館保管

原本は東京国
立博物館保管

文書番号
13の案文

文書番号22の

案文、追筆に

よる異同有り

文書番号22の

案文、追筆に

よる異同有り

〔典拠〕「冷泉家文書」より作成。文書名及び文書番号は 「冷泉家文書」に準ずる。
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